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第３号 創立１５周年記念号 ２００４年９月２８日発行 発行元：九州産業考古学会

産業と「環境・文化・教育・平和」との連環 ーー産業再考ーー
大石道義（西日本短期大学）

岡県八女市は本年市制施行 周年を迎え、種々の記念行事が行50
なわれているが、その一環として、私は仲間とともに 「環境・、

文化・教育・産業・平和」リレーシンポジウムを提案し、現在

それは進行中である。八女地方は、多様な伝統的地場産業を展開させて

きた地域であるが、集約的には「櫨（ハゼ）と水車と地球儀の里」と言

えるかと思う。またここに溢れる活力や地球資源の保存・活用という観

点からは 「八女エコミュージアム」の実現が可能であり、また必要であ、

るようにも思われる。

リレーシンポはこのような認識のもと、櫨と水車と地球儀を素材として、その温故知新的

価値を探りその再活性化を図るべく、それぞれについての見学会やミニ講演会、体験学習、

ものづくりワークショップ、シンポジウム等々を順々に重ねていこうというもので、平成１

６年度中に計 回行なう長期企画であり、次回、次々回等に広く皆様方の参加をお願いする10
次第である （詳細は１７頁“お知らせ”参照）。

八女地方では、たとえば杉林業において、一見不要に思える杉葉をクリーンエネルギーの

水車動力で搗いて線香粉を作っている。これは環境保全型産業の見本であり、環境教育や総

合学習（樹葉粉での 線香づくり、一日水車人体験 、情緒涵養等の面でも役立つ。原料木my ）

、 、 。の杉林風景も産品の香も 人の心を豊かにし平安にし ひいては平和へ繋がることともなる

櫨・木蝋産業も同様である。原料木としての櫨は四季美しくもあり、住民はじめ「櫨の田

の画家たち」と呼ばれる当地の文人・画人らの精神的原風景や文化的土壌を形成してきた。

櫨実のみならず花からは櫨蜜を収穫し、木蝋絞り滓は久留米絣工房にて藍の保温火種として

重宝する等、昔からゼロエミッションを実践してきている。産品の一つとしての和蝋燭の灯

は、民族や宗教を越えて人の心を柔らかく平和にする力を秘めている。

八女と地球儀の取り合わせは耳新しいことかもしれないが、これは江戸後期に、八女在住

、 、 、の本荘崎村が 特産の手漉き和紙や各種素材を使って 回転式地球儀を製作していることで

日本人のグローバル化の必要を説いた文の付された物（ 年作製）が現存している。1843
こうして八女の伝統産業は、狭義の産業活動にとどまらず、教育や文化、環境、平和など

と多面的に連携できるポテンシャルがある 「八女エコミュージアム」は産業文化の総合的再、

創造を可能にする、と確信しているが、いかがであろうか。

福
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【記念寄稿】

九州産業考古学会創立15周年に寄せて

前会長 越智廣志（西日本工業大学）

創立 周年を迎えて前会長として何か一言、との依頼を頂き 「もう 年になるのか」と15 15、

61感慨を深めました。そこで設立の経緯と当時の活動を簡単に紹介したいと思います。昭和

年( 年)に産業考古学会の本部（東京）から全国大会の開催要請がありました。当時の九1986
州地区は、香月徳男氏を中心とした筑後の水車グループと深町純亮氏を中心とした筑豊の炭

鉱グループが精力的に活動していました。そこでベテラン会員である玉川大学の前田清志、

近畿大学九州工学部の桑原三郎両氏らと相談して計画を立て、両グループや九州大学石炭研

究資料センターの東定宣昌氏を始め多数の協力を得て、昭和 年 月に全国大会を飯塚市62 11
で開催しました。学会員以外の方々も多数参加して頂き、盛況な大会となりました。宿舎に

した伊川温泉センターで聞かせてもらった深町氏の正調炭坑節は忘れられません。

この全国大会を契機に九州でも独自に活動して、研究会や見学会を開催したいという機運

が高まり、旗揚げの機をうかがっているうち、翌々平成元年（ 年 、正式に九州産業考1889 ）

古学会（会長桑原、事務局長越智、事務局委員東定、木元）を発足させました。しばらくし

て、三池炭鉱の産業遺産の調査を行っていた大牟田市役所の藤木雄二、平島勇夫、山田元樹

の三氏が新たに加わったことから、当学会は三池炭鉱関連施設の保存・活用を当面の中心課

題とすることになりました。保存・活用に向けた提言書を関係各位に配布したり、平成 年5
に全国大会を大牟田市で開催するなどの活動を通して、当学会の活動は広く注目を集めまし

た。

その後の詳細は割愛しますが、平成 年 月に桑原会長が勇退され、私が後任の会長に8 12
10 15就任し、その後さらに平成 年に現会長に引き継いでもらい、今に至っています。この

年の間に産業遺産という言葉はすっかり普及しましたし、九州産業考古学会の名を新聞やテ

レビの報道で見ることも珍しいことではなくなりました。当学会が九州における産業遺産の

保存・活用運動の中心的役割を担えるまでに成長したことを嬉しく思うとともに、将来に向

けて若い会員の活躍と、より一層の発展を期待するものです。

右写真・旧三井三池炭鉱宮原坑

〈大牟田市〉
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【記念寄稿】

学会の発展に向けて

会長 木元富夫（九州産業大学）

九州産業考古学会は今年で創立 周年となる。前会長の御寄稿にあるように、この 年15 15
は、産業考古学や産業遺産という考え方や見方が全国的に普及していった時代だったといえ

るだろう。九州地区において逸早く産業遺産の保存と活用に取り組まれた桑原初代会長と、

その後をついで地歩を固められた越智前会長の先見性と御尽力に深く敬意と感謝を表するも

のである。

、 、 、小生は会長を拝命しているが 何分にも非力なため その成果の乏しいことを会員諸氏や

。 、小会を気に掛けて下さっている方々にお詫びせねばならない 多くの課題が山積されていて

かたじけなくもその解決は次の会長にお任せするしかないが、それでもここ数年、若い会員

が何人も入会して、運営や調査企画などに活躍してくれているのは、小会の来るべき発展を

確信させてくれるもので、喜びにたえない。 周年を閲したということでもあり、とりあえ15
ず今のところ小生は、これまで夢の企画としていた『九州産業遺産散歩――産業文化史案内

――』の編纂を、会の総力を挙げて具体化させたいと考えている。この際、会員であるなし

を問わず、広く皆様方の御協力をお願いするものである。

（ ）九州産業考古学会・役員体制 平成１６年９月現在

会長 木元富夫

事務局長 松田寛

企画担当 大石道義

砂場一明

編集担当 市原猛志

青地学

右写真・旧官営製鐵所東田第一高炉

〈北九州市八幡東区〉
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【研究発表】

熱赤外線映像装置を用いた近代化遺産の非破壊検査手法の開発

* ** *後藤惠之輔 中別府二郎 吉岡良平

長崎大学大学院 明大工業(株)* **

1. はじめに

近年、人々の価値観の変化から、質的に

豊かな生活環境が求められるようになり、

自然環境や文化的環境について関心が高ま

っている。その中で、自然環境保全や文化

的環境の保存、それらの維持管理の手法の

確立が求められている。文化的環境の中で

も、特に近代化遺産の保存や維持管理にお

いては、対象物の劣化状況に関する現状把

握が重要である。そこで、本研究では、熱

赤外線映像装置を用いた表面温度観測によ

る近代化遺産の非破壊検査手法の開発を行

った。

熱赤外線映像装置を用いた調査法は、熱

赤外線映像法 として、非破壊・非接触で1）

行うことができ、保全を目的とした近代化

遺産の調査法としても利用できると考えら

れる。

本研究では、熱赤外線映像法の理論的根

拠を補完するために、調査結果から得られ

たデータや文献などをもとに数値モデルを

作成し、熱伝導シミュレーション解析を行

った。

2. 調査対象の概要

本研究では、二つの近代化遺産を調査対

象とした。これらの調査対象の概観を写真

‐１に示す。

① 志免炭鉱立坑櫓（福岡県志免町）

建設から 年経過し、現存する日本最古60
のワインディングタワー式の立坑櫓。

② 端島[軍艦島] （長崎県高島町）

日本最古の鉄筋コンクリート造高層アパ

。ートを含む数々の構造物が立ち並ぶ炭鉱跡

3. 研究手法

本研究では、熱赤外線映像装置を用いた

現地調査を実施した。調査で得られた熱画

像を解析し、調査時に目視観測で得られた

情報を考慮し変状範囲を推定した。また、

対象に関するモデルを作成し、熱伝導シミ

ュレーション解析を行い、熱画像解析結果

の理論的検証を行った。

熱赤外線映像法3.1
熱赤外線映像法は、モルタル吹付けのり

面などで日射や気温の変化から表面の温度

変化を観測し、内部の変状の推定を行う。

。この手法を歴史的構造物に対して実施した

熱伝導シミュレーション解析3.2
熱伝導シミュレーション解析は、有限要

素解析システムのプログラムソフトを用い

て、解析対象とする構造物のモデルを作成

し、熱伝導定常解析を行った。作成したモ

デルは、亀裂や空洞などの変状を仮定し、

それぞれの大きさや表面からの深さをパラ

メータとして表面温度分布の違いを把握し

た。

4. 調査結果

志免炭鉱立坑櫓4.1
年 月 日に実施した。写真‐ の2003 12 23 1

①の右側壁面（南西面）における熱画像解

析結果を述べる。図‐ ( )に、表面温度が1 a
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13:40 1最高値である の熱画像を示し、図‐

( )に高温時〔 観測の熱画像〕から低b 13:40
温時〔 観測の熱画像〕を減算処理した12:43
差画像を示す。図‐ ( )では、図中の壁面1 a

、上部に周囲より温度変化が低い部分があり

。目視により亀裂が確認できた位置と重なる

図‐ ( )では、図中の上から 段目の窓枠1 b 3
周辺に相対的に温度変化の大きい範囲が現

れており、この部分の内部に変状部が存在

する可能性がある。

端島（軍艦島）4.2
年 月 日に端島の上陸調査を実2004 1 26

施した。ここでは、島の北東部にある、築

後 年近く経過している 号棟の観測結60 65
果について述べる。図‐ ( )に 号棟南2 a 65
東面を示し、図‐ ( )に熱画像を示す。図2 b
‐ ( )では、目視で確認できたコンクリー2 b
ト剥離部付近（写真中央の窓枠周辺）に相

対的に高温な範囲が示されたことより、剥

離部周辺のコンクリート内部に変状が存在

すると推測した。

5. 熱伝導シミュレーション解析

本研究では、現地調査や文献などから、

鉄筋コンクリート構造物壁面について簡単

なモデルを作成し熱伝導シミュレーション

解析を行った。以下に、解析を行ったモデ

ルの概要及び解析結果について述べる。

モデルの概要5.1
( )、空洞モデルを図‐ ( )、亀裂モデル3 a 3 b
を図‐ ( )、配鉄筋モデル（鉄筋が腐食し3 c
空気が鉄筋を覆うと仮定）を図‐ ( )に示3 d

200mm 3000mmす。モデルは、壁厚 、長さ

の壁面を想定し解析を行った。表‐ に本1
2解析に用いた各物性値と境界条件を 表‐、

にモデルのパラメータの設定条件を示す。

境界条件として表面に、日射がある時間帯

で時間平均した冬季の平均全天日射量を与

えた。また、図‐ ( )の空洞モデルでは、3 b
空洞厚さを一定値 、図‐ ( )の亀裂モ1mm 3 c

、 、デルでは 亀裂幅を表面部分で一定値 1mm
図‐ ( )の配鉄筋モデルでは、かぶり厚を3 d

、鉄筋直径 とし、鉄筋周りの間隙30mm d22
の厚みを変化させ解析した。
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解析結果5.2
以下に各モデルの定常解析結果を述べる。

、 （ ）また 図の横軸に記されている距離 mm
は、図‐ ( )の下部側面からの上部側面に3 a
向かう距離を示している。

（ ）空洞モデル1
図‐ ( )に空洞幅 とし、空洞深4 a 100mm

さを変化させた解析結果を、図‐ ( )に空4 b
洞深さを とし空洞幅を変化させた解30mm
析結果を示す。解析結果から、空洞深さが

の場合、約 ℃の温度変化があるこ100mm 1
と、空洞幅が 以上で温度の上昇幅が30mm
収束することが分かった。

（ ）亀裂モデル2
5 a 5( )に亀裂深さによる解析結果を、図‐

( )にモデル中心近傍の温度変化と亀裂の影b
響を受ける範囲を、図‐ ( )に亀裂角度に5 c
よる解析結果を示す。以上から、亀裂付近

では、温度が低く現れることが分かり、開

口幅が の亀裂でも、亀裂深さが増す1mm
と、周囲約 にまでに影響を及ぼすこ700mm
とが分かった。また、亀裂角度が小さくな

ると高温部が現れることが分かった。
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）配鉄筋モデル3
図‐ に配鉄筋の腐食を仮定したモデル6

の解析結果を示す。この結果より、健全な

配鉄筋の部分では、相対的に低温を示し、

配鉄筋の腐食が進み鉄筋周辺に生じた間隙

の層の厚みが 以上になった場合に0.23mm
は、健全な状態よりも高温を示すことが分

かった。

6. 考察

熱伝導シミュレーション解析結果を考慮

し、志免炭鉱立坑櫓の熱画像解析結果を再

考察すると、図‐ ( )の熱画像中の壁面上1 a
部の目視で確認できた亀裂部では、右上端

部で最大幅約 の低温部が現れている80cm
ことから、亀裂の深さはかなり深いと考え

られる。また、画像中央窓枠部の約 ℃高3

い値を示している高温部を中心として、そ

の周辺の温度分布を見ると、空洞モデルの

解析で得た図‐ ( )の空洞深さ に類4 a 25mm
似した結果を得た。

以上のように、熱伝導シミュレーション

2解析を行った結果、従来用いられてきた

時刻間の差画像を用いて変状部を推定する

手法でなく、一時刻の熱画像からでも変状

範囲の推定を行える可能性を示すことがで

きた。

7. おわりに

本研究は、熱赤外線映像装置を用いた近

代化遺産の非破壊検査手法の開発について

研究を行った。近代化遺産、特に鉄筋コン

クリート構造物において、現地調査及び熱

伝導シミュレーション解析の併用により、

鉄筋コンクリート構造物の詳細な変状範囲

の推測が行える可能性が示された。本研究

で示された結果から、近代化遺産の非破壊

検査手法の基礎部分の開発は行えたと考え

る。今後の課題としては、本研究手法で推

定された変状部において実計測との比較検

討を行うこと、構造物の劣化や風化範囲が

構造物の耐久性に与える影響を考慮するこ

とで、維持管理における非破壊検査手法の

確立を目指すことが重要である。

参考文献

）建設省土木研究所：熱赤外線映像法によ1
る吹付けのり面老朽化診断マニュアル、

．1996
） 、2 長崎県教育委員会：長崎県の近代化遺産

．1998
）小林一輔：コンクリートが危ない：岩波3

書店、 ．1999
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【研究発表】

朝倉町の揚水水車について

池森寛（西日本工業大学）

福岡県の南部、朝倉郡朝倉町には三つの

重連揚水水車が稼動している。筑後川中流

にある山田堰から取水された「堀川」に沿

って上流からそれぞれ｢菱野三連水車｣、｢三

島二連水車｣、｢久重二連水車｣と呼ばれ、毎

年５月下旬から 月初旬まで灌漑用に使わ10
れている（そろって稼動するのは 月下旬6
以降。現在すべてが灌漑利用ではないよう

である 。）

これらの水車は二重・三重の直列重連構

造を特色とし、その規模、揚水量ともわが

国最大の揚水水車群である。またその歴史

は 世紀まで遡ることができるなど、多く18
の点で日本を代表する重要な産業遺産と位

置づけることができる。平成 ( )年に2 1990
は、国の史跡｢堀川用水と朝倉揚水車｣に指

定されている。図 ～ がこれらの写真で1 3
ある。

 図 1 菱野三連水車 1) 

 図 2 三島二連水車  図 3 久重二連水車 



- 9 -

水車の構造

。 、図 に菱野三連水車を示す 水車の直径は4
上車が最も大きく ｍ、中車が ｍ、下4.76 4.30
車が ｍ、水車幅はすべて ｍである。3.98 1.5
柄杓 個の容積は リットルあり、上車に1 7.36

、 、 。48 44 40個 中車に 個 下車に 個つけてある

一方、三島と久重の二連水車は、すべて三連

水車の下車と同じ寸法である。

5 6水車は下掛け式で 単体の構造を図 と図、

に示す。車輪を形作る<心棒・まくら・ご板・

胴木・日の脚・肘木・蜘蛛手・輪板>、水の力

を受ける<羽根板・座板>、さらに水を汲む＜

柄杓・柄木・押縁＞で構成されている。

材料は心棒のみが鉄製で、胴木は松、栓木

類は孟宗竹、まくらや楔類は樫で作られ、

その他はすべて杉である。以前は心棒も樫で

5作られ 完全な木造水車であった これらは、 。

年ごとに作り替えられる。

構造上の特徴として、太鼓状の胴木を使う

こと、外周に車輪を強固に保つための輪板が

巻いてあり、毎年一枚ずつ重ねて輪締めがな

。 、 、されること さらに 柄杓で汲み上げた水を

無駄なく樋に落とすための傾斜角や水切りが

付けられていることなどが挙げられる。
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これらの伝統的製作技術は、図 の水車7
大工・妹川矩雄氏によって継承され、さら

に現在はその後継者に引き継がれている。

なお、妹川氏は平成 ( )年国指定の卓11 1999
越技能者・通称｢現代の名工｣に賞され、翌

々年には黄綬褒章を受けている。

揚水量

水車の揚水量は、堀川の流水量によって

変化する。水車の運転状態はいつも一定で

はなく、日によって変わる。三連水車のあ

る年の全揚水量は、毎秒 ～ 立方リ0.04 0.08
ットルであった。すなわち多い時には１日

あたり約 ｔの水を汲み上げているこ8,900
とになる。

3.7ちなみに、水車の回転数は上車が毎分

5 4.3 6.5 4.6～ 回転 中車が ～ 回転 下車が、 、

～ 回転であり、一般に下車が最も早く、8
中車、上車の順で遅くなる。

この水車の灌漑面積は約 ｈａ、 つの12 3
重連水車を合計すると、約 ｈａとなる。31
朝倉の水車の歴史

まず堀川は寛文 ( )年の筑後川の山4 1664
田堰により誕生する。

三連水車に関する最も古い記録は『大川

筋古今雑書』の中にある ”寛政元( )年。 1789

に、それまで菱野村と古毛村で１台ずつ所

有し、合わせて二連であったものに、菱野

村がもう 台増設し三連となった。このと1
き同時に両柄杓にした”とある。

したがって、それ以前は片柄杓の二連水

車として稼動していたことになる。また、

これは個人所有でなく、 つの共同体で運2
営されていたようである。現在も同様な組

織の｢山田堰土地改良区｣が管理している。

さらに、文政 ( )年以降に描かれた8 1825
『筑後川絵図』からは、現存する つの重3
連水車の他に、もう一箇所山田二連水車が

確認できる。昭和になると最も上流にあっ

たこの水車は廃止される。その後、導水路

のコンクリート化などいくつかの改造が加

えられている。

そして、昭和 ( )年水利事業再開発54 1979
計画による全車廃止の問題を香月徳男氏 現（

・日本水車協会会長）を中心とした保存運

動により克服し、福岡県の文化財、さらに

。は平成 年国の史跡に指定され今日に至る2
最後に

朝倉の水車群が 年を越えて稼動し続200
けてきた理由を考えると、

水路の変更がなく、水量が豊富1.
揚水量に応じた農地、農法と経済性2.
複数の村落共同体での運営管理3.
優れた水車大工の存在と技術の継承4.
その大きさと構造の精巧さと美しさ5.
文化遺産としての価値を理解し、保6.
存運動に努力した人々の存在

などが考えられる。さらに農民の水車に対

する誇りと郷愁もあったのかも知れない。

参考文献

)平岡昭利氏撮影。1
、 、2 :)池森寛 朝倉の重連水車 金属

巻 号( )．61 6 1991

 図 8 新調された三連水車  
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【報告】2004年度九州産業考古学会総会

松田寛（事務局長）

１．はじめに

本年度の年次総会は 月 日（日 、久6 20 ）

留米市生涯学習センター「えーるぴあ」で

開催された。総会に先立って見学会、講演

会、研究発表会が行なわれた。午前の見学

会については別に報告されるので、ここで

は午後の部について概略を述べる。なお、

昼休みの時間に、牛島氏の御好意で田中久

重関連の資料、特に貴重な自筆の図面など

を見せて頂いた。

．講演会（ ～ ）2 13:30 14:30
日本水車協会会長の香月徳男氏が 「矢羽、

」 。田水車場の動態保存について 講演された

、九州で動いている水車が急速に数を減らし

今や数えるほどになっている現状が報告さ

れた。それだけに浮羽町にある矢羽田水車

場は貴重であり、動態保存されるべきであ

るとのことであった。

３．研究発表会（ ～ ）14:40 15:40
①「堀川の現状と産業遺産」について青

地学氏が発表された。折尾地区再開発とか

らんで堀川の動態保存問題は山場にさしか

っているという印象である。

②「歴史的農工用発動機の調査研究――

サトー式セミディーゼルエンジン」を発表

された上田伸幸氏は、西日本工業大学を今

春卒業されたばかりの青年であるが、池森

寛先生の指導よろしきを得て、戦前の国産

、 、発動機の系譜を調査 発掘するだけでなく

その運転にも挑戦された。その情熱はすば

らしいもので、これからの活躍が大いに期

待される。

③後藤惠之輔氏の「旧志免炭抗立抗櫓の

サーマルカメラ観測と熱伝導シミュレーシ

ョン解析」は、去年の発表に続く続編であ

るが、その可能性だけでなく実地に応用さ

れていることが述べられた。

４．総会

前年度の事業報告が承認された後、今年

度の事業計画案について議論した。定例的

な枠を越える議題をいくつかをいうと、

＊ 月 日に折尾で協働例会として開10 17
「 」 。かれる 堀川サミット に参加する2004

＊秋に、苅田町にある日産自動車と日立

金属の工場見学会を企画する。

＊矢羽田水車場の保存活用について保存

要望書の作成を検討する。

＊小会の創立 周年を記念して、何か本15
を出版してはどうか、等々であった。

この夏、小会に数名の新会員が誕生した

ことは喜ばしい。会員、非会員を問わず、

また問題の大小を問わず、産業史や産業遺

産に関連することに興味をお持ちの方は、

どうかお気軽に小会の集まりにご参加くだ

さい。気安い雰囲気で、会員が誘い合わせ

てのミニ見学会は随時行なっています。

平成１５年度決算 会計報告

収入の部

繰越金 ４２７３８円

寄付金 ５２０００円

計 ９４７３８円

支出の部

郵送料等 ２９０１５円

平成 年度当初残高16
６５７２３円
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【報告】

九州産業考古学会久留米地区見学会

山田元樹（大牟田市役所）

年 月 日（日） 時 分、ＪＲ2004 6 20 9 55
久留米駅前に十数名が集合し、まずは、田

中久重に因んで駅前に設置されたからくり

時計を見学しました。駅前には、千歳川鉄

橋の橋脚に使用されていた石材による開業

記念碑もありました。その後、会員の車に

分乗して出発しましたが、第 ポイントは1
「ブリヂストン通り」と篠山城跡です。通

りのケヤキ並木は道路側ではなく工場敷地

側にあったので、これで寄贈したといえる

のかと訝りましたが､実は道路そのものが工

場から市への寄贈で、並木も工場内に配す

ることで､自ら維持管理を継続する趣旨のも

のであると分かり､改めて敬意を感じまし

た。私の住む大牟田市の三井三池炭鉱にも

。こうした地域貢献を期待したいところです

次のポイントは、月星化成の歴史館と洋

画家の青木繁旧宅。歴史館は休業日ながら

特に開けていただきました。同社の「つち

や足袋」以来の歴史を、様々な資料を用い

て展示してあり､履物から見る社会史として

興味深いものでした。建物そのものも迎賓

施設として使われていた近代の和風建築物

で､自ずと風格と歴史を感じさせるもので

す。青木繁旧宅は､そこから歩いて 分ほど5
の住宅地内にあり､かつて城下の武家屋敷が

建ち並んでいた一角ということです。月星

の幹部社宅として使われていたものが､久留

米市に寄贈され､市で復原整備して､有志の

保存会に委託する形で公開活用されている

ものです。

第 のポイントは水路サイホン。筑後川3
の水を灌漑に使用するため､ポンプアップし

て水路に送り込まれているのですが､道路や

鉄道と交差する何ヶ所もの地点で､地下に導

管を埋け､サイホン式で送水しているもので

す。灌漑にサイホンを活用するのは､熊本の

通潤橋に見るように近代の技術とはいえな

いものですが､これほど連続的かつ大規模に

行われているのは珍しいのではないかと思

われます。

写真・サイホン式水路（久留米市）

最後のポイントは五穀神社と久留米郷学

の森。ここは田中久重の生地に近く、彼が

水からくりを奉納した神社としても知られ､

周辺は郷学の森として整備され、久重のほ

かに井上伝､石橋徳次郎､石橋正二郎など久

留米の産業興隆に貢献した人物の胸像が並

べられています。今回の見学会は、筑後川

に開けた久留米という地方都市で、郷土色

豊かな企業と、久留米の町を愛する市民と

の関わりの中から、久留米ならではの産業

文化が生み出されてきている、ということ

を実感させてくれるものでした。

【報告】再建成った嘉穂劇場

深町純亮（麻生（株）資料室）

東京や大阪にも負けない大劇場を筑豊に

も建てようという話が持ち上ったのは大正

９年（ 年 、第１次大戦後の好景気に1920 ）



- 13 -

炭都飯塚の町が沸いていた頃である。麻生

、太吉・太七の兄弟がその始唱者であったが

中心となって計画を推進したのは太七と伊

藤隆（現経営者伊藤英子の父）の二人であ

った。麻生本社内に建設準備室が置かれ、

大阪道頓堀に江戸初期に建てられた中座 平（

成 年閉館）を模し、その名も「中座」と11
した３階建ての大劇場が大正 年に完成11
し、こけら落としには当代の名優菊五郎が

見得を切った。

娯楽施設に乏しかった筑豊で、石炭産業

の繁栄をバックに連日華やかな興業の灯が

ともされ、途中、火災による全焼、台風に

よる全壊に見舞われたが、その悲運も乗り

、 （ ） 「 」越えて 昭和６年 年 に 嘉穂劇場1921
として再建された。戦中・戦後もその灯を

消すことなく、テレビの普及やレジャーの

多様化による観客減にもよく耐えて平成の

現在まで、江戸歌舞伎上演可能の劇場機構

を持つ全国唯一の大衆演劇の殿堂として命

脈を保ち続けてきた。

昨年（ 年）７月１９日未明、飯塚市2003
中心部を未曽有の集中豪雨が襲い、劇場も

． 、水位１ ５メートルに達する浸水によって

壊滅的な惨害を受けた。秋には劇場を中心

に「第 回全国芝居小屋サミット」や記念10
イベント「全国座長大会」などの開催が予

定されていたが、すべて中止された。誰の

目にも再起は絶望と思われた。

ところが九州演劇協会会長の玄海龍二氏

はこの暗転にもめげず、劇場再建に協力す

べく別会場での座長大会を開催して収益金

のカンパを決めると同時に、かつて嘉穂劇

場の舞台を踏んだ著名芸能人にも応援を呼

びかけた。その結果 月 日には芸能人達9 12
による市中の「お練り」やトークショー、

オークションなどが行われ、津川雅彦、中

、 、 、 、村玉緒 明石家さんま 緒方拳 西田敏行

長門裕之、汀夏子らの面々が参加され、飯

塚市内は熱気に包まれた。このほか激励の

メッセージを送ったり、ショーに参加した

、りなど支援に加わった芸能人は百人を超え

再建への機運は一気に燃え上った。

マスコミもそれぞれに支援の一大キャン

ペーンを展開し、飯塚商工会議所の麻生泰

会頭を長とする劇場復興委員会も発足して

活発な募金活動を続けたところ、その総額

は実に１億 万円を超えるに至った。そ5000
してこの基金を活用すべく、 年以上個人70
経営であった劇場は、伊藤家の手を離れ、

ＮＰＯ法人化されることになった。明けて

本年１月、劇場の法人化が認証され、伊藤

英子理事長による公的色彩を加えた運営が

スタートした。

2これを機にさらに日本宝くじ協会から

5000億円、日本小型自動車振興会から１億

万円の資金援助が相次いで行われ、劇場は

再建され、罹災１周年の 月 日には盛大7 19
な復興記念式典が開催された。筑豊のシン

ボルともいうべき嘉穂劇場を愛する市民の

総力が結集

された成果

である。ヤ

マが遺した

最大の産業

文化遺産で

もある嘉穂

劇場の灯は

これからも

永遠にとも

され続ける

であろう。

写真・再建後の嘉穂劇場〈飯塚市〉
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【報告】

熊本学園大学産業資料館オープンの経緯

幸田亮一（熊本学園大学）

年 月 日（木 、熊本学園大学産2004 1 15 ）

業資料館が熊本市大江の大学正門横にオー

。 （ ） （ ）プンした 明治 年に熊本紡績 株1893 27
として建築され、その後鐘紡を経て、長ら

く月星化成（株）熊本工場として活用され

てきた赤レンガ工場建物の一部を移築した

ものだ。ここでは、保存に至った経緯を簡

単に紹介しておきたい。

年秋から始まった旧熊本紡績赤レン2001
ガ工場の保存運動は、 年 月に入って山03 2
場を迎えた。地元のさまざまな動きを見据

えて、タイミングを見計らって、県と月星

2化成との間で用地売買の合意が成立した

月 日に、産業考古学会員である磯田桂史6
氏と私の二人で、学会からの保存要望書を

熊本県知事など関係者に提出した。幸いに

も地元の新聞やテレビがいっせいに産業遺

。産としての同工場の重要性を報じてくれた

その後、産業考古学会や熊本まちなみト

ラスト、熊本まちづくり協議会など、保存

を要望する諸団体が協力して、工場の一部

の解体除外ならびにその新合同庁舎への活

用を熊本県に要請し、数回の話し合いの場

を持った。県も産業遺産としての重要性を

認識し、工場跡地に合同庁舎を建てる主体

である国土交通省九州地方整備局に要望を

伝え交渉したが、話はまとまらず、 月に4
は解体工事がスタートした。

4風前の灯となり諦めてしまっていたが、

。月 日夜に思いがけない話がもちあがった5
私の勤務先の熊本学園大学の理事の一人が

月星工場のことを聞き及び、熊本まちなみ

トラストのメンバーとして保存運動に関わ

っていた同僚の工藤栄一郎氏と私に、同工

場の歴史的価値について問い合わせてきた

のだ。私達の懸命の説明も功を奏したよう

で、急遽、大学が引き取って移築・活用す

る話がまとまった次第である。あと１週間

遅れていたら何も残らなかったであろう。

大学当局の英断に感謝している。

移築工事は野中設計事務所と熊谷組によ

って行われた。電気室のきれいなデザイン

の 面の壁がワイヤーカット工法により慎2
重に約 メートル四方の大きさにカットさ2
れ、その場で鉄枠で溶接され、クレーンで

8吊り上げて並べられた。大学の敷地では

月 日に地鎮祭が行われ移築工事がスター26
トし、約 ヶ月後に完成し、 月 日に4 12 22
引き渡された。

旧月星化成熊本工場は、原綿倉庫から混

打綿室、ロープレース、塵突なども含め明

治 年代の紡績工場の姿をそっくり完全な20
形で伝える、全国的にも貴重な明治期赤レ

ンガ工場であった。今回移築されたのはそ

の一部に過ぎないが、 社製のMather & Platt
蒸気ベル（鉄鈴）も含め、形として残った

ことの意義はたいへん大きいといえる。

熊本は綿紡績業ではさほど重要な役割を

果たしてこなかったが、製糸業に関しては

西日本有数の生産地として長い伝統をもっ

たところで、盛んだったころの養蚕・製糸

業の遺産が県内にはまだところどころに残

っている。資料館は熊本の産業史、産業遺

産に関連するパネルや、熊本企業の社史・

企業家伝などを中心に展示してスタートし

たが、今後、地域の産業革命のシンボル的

建物として 熊本産業史に関する資料の収

集・展示に力を入れるとともに、学生教育

、 、に利用するだけでなく 地域に広く開放し

大学と地域を結ぶ施設としても活用してい

くことになっている。
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【報告】

全国近代化遺産活用連絡協議会大牟田総会

平島勇夫（前事務局長）

第７回全国近代化遺産活用連絡協議会の

総会が７月２２・２３日の両日、大牟田市

で開催された。この協議会は、近代化遺産

を有する全国５３の会員市区町村のほか、

特別会員の都道府県やＮＰＯなどの賛助会

員で構成されている。文化庁の建造物課が

中心になって作り上げられた組織だが、毎

回関係職員が多く参加し、大いに意気込み

が感じられる。

総会は毎年場所を変え、会員市区町村で

開催されているが、九州では初めてであっ

た。初日は、前年度の決算・事業報告、今

年度の予算・事業計画など通常の総会行事

の後に、記念講演・シンポジウムが開催さ

れた。筑波大学大学院の斎藤英俊教授は、

記念講演の中で、ドイツルール地方の産業

遺産保存活用事例をもとに、産業遺産がそ

の文化財的な価値とともに、観光資源とな

る、地域の誇りが高まる、環境保全に貢献

、 。する などの利点があることを述べられた

シンポジウムでは、５人のパネリストが、

、それぞれの調査研究の成果を述べられたが

会場との質疑も含め、時間の都合で、議論

を十分に深めるところまでいかなかったの

が残念であった。それでも今回の総会は、

これまでとは異なり、会員のほかに地元大

。牟田市から８０人以上の市民参加があった

やはり、日本最大の三池炭鉱があった町な

らではのことと思う。

翌日の見学会も参加者が多く、バス３台

８３人で、午前中は主に炭鉱施設、午後は

三池港関連施設を巡った。昼食が重要文化

財級の洋館・三井港倶楽部というのも好評

であった。潮流の関係で三池港の閘門開閉

。が見られなかったことが唯一残念であった

なお来年度は、神奈川県横須賀市で開催

されることになっている。

【企画】

旧国鉄本社ビルーー今はなき「鉄道の総本

山」ーー

青地学（ポリテクセンター八幡）

会報で「失われた産業遺産」シリーズが

始まるということなので、九州地区外であ

るが、旧国鉄本社ビルを紹介したい。

近年、東京駅周辺の大規模な再開発が進

められている。去る平成 年 月 日に16 9 14
は、 東京駅丸の内北口前にオフィス、ホJR
テル、大規模商業施設からなる「丸の内オ

アゾ」が開業した。そこにはかつて図 に1
示す旧国鉄本社ビルが存在し、鉄道省時代

の昭和 年に完成して以来、鉄道の総本山12
としての役割を担っていた。ここに紹介す

る写真は国鉄清算事業団からの売却に先立

って平成 年に一般公開された時のもので9
ある。

図 旧国鉄本社ビル1

図 はビル内の旧首都圏運転司令室であ2
る。機器は既に運用を停止しており、仮設

照明下での見学である。使い込まれたこれ
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らの機器は、当時の首都圏の列車運行シス

テムを物語る産業遺産であろう。

図 旧首都圏運転司令室2

図 は昭和 年に空襲からの被害を防ぐ3 16
ため屋上に設置された厚さ約 の耐弾50cm
層である。 レールや 鉄筋が埋め30kg 25mm
込まれ、総重量約 トンにもなる堅固な5500
つくりであり、旧国鉄本社ビルが鉄道輸送

の要として戦時においては一層重要視され

ていたことがうかがえる戦争遺跡である。

図 耐弾層コンクリート3

旧国鉄本社ビルは昭和 年の国鉄分割民62
営化後も使用されたが、平成 年には入居9
していた国鉄清算事業団や 各社が移転JR
して役目を終えた。 東日本は新宿に地上JR

階の本社ビルを構えている。その後、国28
鉄の長期債務返済のため売却され、三菱地

所と日本生命が共同落札し、隣接する土地

17 29 5を含めて地上 階から地上 階のビル

棟からなる前述の「丸の内オアゾ」として

再開発が進められた。図 の旧国鉄本社ビ1
ルは戦前の美観地区の指定により地上 階8
であり、丸の内における均整のとれたスカ

イラインの一翼を担っていた。このように

再開発による高層化は大きな景観の変化を

生んでいる 「丸の内オアゾ」開業の陰で、。

鉄道の総本山に加え、戦前の美観地区の景

。観が失われていることを記憶にとどめたい

【お知らせ】

堀川開削２００周年記念事業・

堀川サミット２００４

（ ）堀川 福岡県土木事務所管轄の一級河川

は、１６２１年に黒田長政が計画して開削

が始められ、１８０４年の寿命唐戸の完成

をもって全線開通し、水運や灌漑で流域の

暮らしを支えた全長１２ｋｍの運河です。

、今後の街作りの重要な要素でありながら

現在は排水路としての役目しか果たしてい

ないこの川を、地域の財産としてもっと愛

される川に蘇らせるため、流域自治体２市

１町（北九州市、中間市、遠賀郡水巻町）

が実行委員会を組織し、平成１３年よりシ

ンポジウムやウォークラリー、ワークショ

ップなどを実施しております。今年で２０

０年を迎える大きな節目に、地域に今なお

息づく河川の魅力を再確認し、将来この川

をどのように再活用していくべきか、これ

からの１００年を展望しながらその可能性

について提言を行いたいと思います。お気

軽に是非ご参加ください。

日時：２００４年１０月１７日（日）

10:00 19:00～

会場：九州女子大学 耕学館
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八幡西区自由が丘

（ＪＲ折尾駅西口より徒歩１０分）

（要事前申込。交流会、弁当代を除き参

加費無料）

プログラム：

10:00~10:30開会行事

10:30~12:30先進都市事例発表

12:30~13:40昼食タイム

13:40~15:00分科会

１．文化・歴史部会（当会協働）

テーマ：川に学び感謝する

コーディネーター 香月靖晴氏（嘉飯山郷土

研究会会長）

パネリスト 清水憲一氏（九州国際大学）若

宮幸一氏（若松郷土史研究会事務局長 、木戸）

宏氏（堀川再生の会・五平太グループ 、瓜生）

浩義氏（水巻郷土史会顧問）

２．こども堀川大臣サミット

３．地域部会（ワークショップ形式）

15:00~16:00全体会（今後の提案）

3500 17:00~19:00交流会（参加費 円）

＜問合せ・申込先＞

歴史部会長 中村恭子

TEL&FAX 093-371-4646：

Mobile 090-9720-3343：

八幡西区役所まちづくり推進課

(内線 )TEL093-642-1441 263

写真・寿命水門〈北九州市八幡西区）

【お知らせ】

八女市政５０周年記念事業・

八女からの「環境・文化・教育・産業・平

和」リレーシンポジウム

、 「 」「 」巻頭の通り 八女に縁深き 櫨 ・ 水車

・ 地球儀」は、潜在的に、人文的・今日的「

・グローバルな価値を持っています。その

価値を明らかにし、活力化・再生を図るた

めに、それらの八女の価値を世界に発信し

存続させていくための八女エコミュージア

ム創成につなぐ目的で、八女から「環境・

文化・教育・産業・平和」を考えるリレー

シンポジウムを開催します。多くの市民の

参加をもって八女にとって意義深い行動の

ステップにしていきたいと思いますので、

多くの異なった関心や分野の方の参加をつ

なげる下記の通りリレーシンポジウムの開

催と参加募集を御案内申し上げます。

問合せは大石道義（ ）まで。090-8761-9928

＜リレーシンポジウム日程＞

10:00~16:00第５回 １０／１７(日）

ミニ講演会、ワークショップ（八女文化会館

研修室)「八女の木蝋産業」中島康博 「櫨と、

「櫨の国の画家たち 」田内正宏ワークショッ」

プ①櫨の風景、②ろうそくの価値、③櫨・木

蝋の活用

10:00~16:00第６回 １１／２８(日)

ファラデーろうそくの科学、櫨の実リース、

櫨ちぎり、和ろうそくづくり（八女市役所９

：５０集合）(八女市中央公民館）櫨ちぎり、

平和のオリーブ・櫨実のリース、和ろうそく

づくり、八女ファラデー「ろうそくの科学」

クリスマス講義

11:00~15:30第７回 １２／１９(日)

櫨のシンポジウム（八女文化会館）基調講演

「櫨・木蝋産業の過去・現在・未来」中島康

博 「櫨・木蝋産業の総合的な価値」大石道、

義)、事例報告、分科会、全体討議、交流会
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9:30~16:00第８回 １／１６(日）

地球儀、提灯等の見学（八女市町村会館会議

室９：３０集合）講師：松田久彦・大石道義

本荘崎村作地球儀(江戸後期)の見学、青木繁

旧居、八女独楽工房、八女提灯工房、八女和

紙工房見学と地球儀のガイダンス、

10:00~16:00第９回 ２／１３(日)

ミニ講演会、ワークショップ（八女市町村会

館会議室) 「本荘崎村作地球儀の概要 「エ」、

コミュージアムとは」ワークショップ①八女

の誇りとしての古地球儀②教材としての地球

儀・追体験、③エコミュージアム

13:00~16:30第１０回 ３／１３(日）

地球儀と八女エコミュージアムシンポジウム

（八女文化会館）基調講演「江戸期日本人に

よる地球儀制作と八女の古地球儀」国立科学

博物館 鈴木一義（交渉中) 「本荘崎村なる、

人物と古地球儀 （未定 、発表、分科会、全」 ）

体討議、交流会

【お知らせ】

「鮎川義介のルーツをさぐる」

日産自動車・日立金属九州工場見学会

小会では、福岡県苅田町にある日産自動

車㈱九州工場、日立金属㈱鋳物記念館の見

学会を企画しました。両社はいずれも前身

は戦前に鮎川義介が作り上げた日産コンツ

ェルンの有力企業です。特に日立金属は北

九州市にあった戸畑鋳物㈱がルーツで、同

社は 年、鮎川が自動車産業に進出する1910
ために設立したもので、いわば日産自動車

の本家筋にあたります。

鮎川義介が生きた人生と時代、日産財閥

の歴史などを考える機会にもなるかと存じ

ます。企業見学ということから平日開催と

なりますが、どうぞご参加ください。

期日：２００４年１０月２７日（水）

ＪＲ苅田駅改札口集合13:10

行程：

－日産自動車九州工場見学13:40~14:50
－同ゲストホール見学15:00~15:30
－日立金属鋳物記念館見学15:40~16:15
－解散（ＪＲ苅田駅）16:50

参加費：タクシー代実費負担

見学会問合せ先：小会事務局（松田）

TEL&FAX 093-245-2995

【お知らせ】

会報原稿募集（附投稿規定）

当会誌「九州産業考古学会報」では皆様か

らの原稿を募集しています。

。現在募集している原稿は次の二項目です

“研究発表”……産業考古学、またはそ

れに関連する学術的報告。Ｂ５版２枚以上

（ 、４枚以内 字以上 字以内を目安1400 2800
図表を入れる場合は図の大きさにより文字

数の調整をご考慮願います 。）

“お知らせ”……学会やイベント告知、

産業考古学・産業遺産に関連したお知らせ

など。 字以内。書評やお薦めのグッズ400
紹介を掲載する“短信”への投稿もお待ち

しています。

なお紙面の都合上、文面レイアウトに関

して編集側で変更を施す場合があります。

詳しくは次ページの投稿規定をお読みくだ

さい。産業考古学は様々な業種、様々な立

場の方々に開かれている学問です。多くの

方からの原稿をお待ちしています。

。投稿に関する問合せは学会事務・市原まで

TEL&FAX 093-741-5734：

E-Mail iota_titanus@yahoo.co.jp：
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九州産業考古学会報 投稿規定

2003年４月26日制定

2004年９月19日改定

【目的・内容・編集方針】

１．九州産業考古学会報（以下会報）は、九州産業考古学会（以下学会）会員の研究成果の

発表、会員相互の交流、関連情報の交換を目的とする。

２．会報の内容は 〔活動報告 〔研究発表 〔短信〕などで構成される。、 〕 〕

３．会報の編集は、学会より委嘱された編集部会が行う。編集部会は学会会員の中から選ば

れた者によって構成される。

４．原稿は原則として他の著作物に未発表のものとする。

【原稿執筆要領】

５．原稿はワープロの場合、印刷原稿と記録媒体をともに提出すること。印刷原稿末尾に文

字数を記載すること。メールで添付送信する場合、印刷原稿は不要であるが、必ず編集

部会に確認をとること。手書きの場合、原稿用紙に横書きで１行 字、黒インクで書く20
ものとする。

６．原稿の文頭には表題・氏名（必要な場合は肩書きも）を明記すること。

７．原稿分量は、刷り上がりでＢ５判、４ページ（ 字程度、図表含む）以内、を原則と2800
する。図表・写真は黒インクプリントで、簡潔な説明文も併記すること。

８．引用文は鍵カッコでくくること。

９．引用・注釈・参考文献は末尾記載のこと。形式は以下の通りとする。

参考文献：著者名「論文表題 『収録雑誌名』号数、出版社名、西暦年。」

【投稿・編集大綱】

１０．原稿の送り先は学会事務局宛とする。

１１．投稿された原稿は編集部会での審査の後、採否を決定する。なお、編集の都合上編集

部会はその内容について再検討を要請することができる。

１２．文章の校正は編集部会が行う。

１３．採択、不採択にかかわらず原稿は一切返却しない。執筆者は編集部会からの問い合わ

せに備えて原稿を複製しておくこと。

１４．原稿提出の締切りは発行日の 日前とする。30
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＜学会創立１５周年記念号・目次＞
【巻頭言】

産業と「環境・文化・教育・平和」との連環

産業再考 ………………大石道義 １ーー ーー

【１５周年記念寄稿】

九州産業考古学会創立15周年に寄せて

…………………越智廣志 ２

学会の発展に向けて………………木元富夫 ３

【研究発表】

熱赤外線映像装置を用いた近代化遺産の非破

壊検査手法の開発 …………………

後藤惠之輔・中別府二郎・吉岡良平 ４

朝倉町の揚水水車について……池森寛 ８

【報告】

年次総会・見学会及び決算報告

………松田寛・山田元樹 １１

再建成った嘉穂劇場……………深町純亮 １２

熊本学園大学産業資料館オープンの経緯

…………………幸田亮一 １４

全国近代化遺産活用連絡協議会大牟田総会

…………………平島勇夫 １５

【企画】

旧国鉄本社ビル～今はなき「鉄道の総本山」

～ …………………青地学 １５

【お知らせ】

イベント告知 ………………… １６

原稿募集（附投稿規定）……… １８

今後の予定 ………………… ２０

（お知らせ内の各イベントは、頁末のウェブサ

イトからもご確認ください）

今後の予定

。当会の今後の予定は以下のようになっています

月・日 活動内容

１０月１７日 堀川サミット２００４

１１月１３日 産業考古学会全国大会

１４日 （京都府加悦町）

１２月 見学会（長崎市）

１月

２月

３月 第４号発行予定

＜編集後記＞ 人間の一生で１５年というと、まさに「学を志す」年にあたる。そのような時期

に会が今なお発展を続け、日々成長を遂げている。その姿を見るにつけ、産業考古学という学問

が一般に浸透することもそう遠い話ではないように感じる。今回の会報は会の勢いもそのままに

２０頁もの容量となった。原稿を出して頂いた方、また編集作業に携わった会員の方々にこの場

（市原）を借りて感謝申しあげたい。

〒 福岡県中間市岩瀬西町 松田寛 気付九州産業考古学会事務局 809-0041 63-17

TEL&FAX 093-245-2995 E-mail matupi2002@ybb.ne.jp： ：

URL http://cgi.f17.aaacafe.ne.jp/~heritage/：

カンパのお願い

九州産業考古学会は、活動のための

資金を受け入れています。当会の趣旨

をご理解いただき、ご寄付を頂ければ

幸いです。

寄付受付口座

）福岡銀行大牟田支店 (店番６９１

普通 １９１４３６９

九州産業考古学会


